
阿弥陀如来立像（野洲市・西林寺）



勢至菩薩立像（野洲市・西林寺） 観音菩薩立像（野洲市・西林寺）
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はは
じじ
めめ
にに  

 

野
洲
市
三
上
の
大
中
小
路
集
落
に
所
在
す
る
西
林
寺
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）

に
慶
珍
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
浄
土
宗
寺
院
で
、
か
つ
て
は
安
土
浄
厳
院
末
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
（
一
）

。 
 

当
寺
の
本
尊
と
し
て
本
堂
中
央
の
須
弥
壇
上
に
安
置
さ
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
は
、

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
県
が
実
施
し
、
当
時
の
野
洲
町
が
調
査
し
た
美
術

工
芸
品
（
彫
刻
）
実
態
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
た
。
昭
和
の
調
査
は
簡
易
な
も
の
で
、
時

代
判
定
な
ど
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
度
幸
い
に
も
精
査
の
機
会
を
得
ら

れ
、
三
軀
と
も
鎌
倉
時
代
に
遡
る
古
像
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に

報
告
す
る
（
二
）

。 
 

形形
状状  

・
阿
弥
陀
如
来
立
像 

頭
髪
は
螺
髪
と
す
る
。
肉
髻
、
肉
髻
珠
、
白
毫
を
あ
ら
わ
す
。
耳
朶
は
環
状
貫

通
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
覆
肩
衣
、
衲
衣
、
裙
を
着
け
る
。
覆
肩
衣
は
背
面
か

ら
右
肩
、
右
腕
を
覆
う
。
右
胸
下
で
一
旦
た
る
み
を
つ
く
っ
て
衲
衣
に
た
く
し
込

む
。
衲
衣
は
左
肩
か
ら
背
面
、
右
脇
下
を
通
り
正
面
に
ま
わ
り
、
端
部
を
再
度
右

肩
に
か
け
て
背
面
に
垂
ら
す
。
衲
衣
の
一
層
目
を
左
胸
の
位
置
で
二
層
目
に
か
け
、

た
る
み
を
つ
く
る
。
裙
は
背
面
左
寄
り
で
打
合
せ
る
。
右
手
は
屈
臂
し
、
胸
の
高

さ
で
掌
を
正
面
に
向
け
て
第
一
、
二
指
を
念
じ
、
左
手
は
垂
下
し
、
右
手
と
同
様

と
し
て
来
迎
印
を
結
ぶ
。
左
足
を
わ
ず
か
に
踏
み
出
し
て
蓮
華
座
上
に
立
つ
。 

 

・
観
音
菩
薩
立
像 

髻
を
結
う
。
髻
は
上
下
二
箇
所
を
紐
で
束
ね
、
髪
束
を
五
つ
垂
ら
す
。
鬢
髪
の

一
部
が
耳
を
わ
た
る
。
髻
、
地
髪
と
も
毛
筋
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
は
下
か
ら
紐

二
条
、
列
弁
文
帯
と
す
る
。
白
毫
相
、
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
耳
朶
環
状
貫
通
。

条
帛
、
裙
、
腰
布
、
帯
状
の
腰
布
、
天
衣
を
着
け
る
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
か
か
り
、

左
胸
、
脇
腹
、
背
面
を
通
っ
て
再
度
左
肩
に
か
か
っ
て
、
先
端
を
一
層
目
の
上
縁

か
ら
く
ぐ
ら
せ
る
。
た
だ
し
、
現
状
端
部
は
一
層
目
下
縁
か
ら
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。

ま
た
、
一
層
目
の
先
端
も
背
面
に
は
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
。
裙
は
上
端
を
折
り
返
し
、

脛
側
面
に
瓔
珞
が
か
か
る
た
る
み
を
つ
く
る
。
帯
状
の
腰
布
は
正
面
の
み
裙
の
折

り
返
し
部
に
た
く
し
込
み
、
背
面
は
臀
部
を
わ
た
る
。
裙
、
腰
布
と
も
正
面
で
打

合
せ
る
。
天
衣
は
現
状
両
肘
前
か
ら
の
み
垂
れ
る
。
両
手
を
屈
臂
し
、
腹
の
位
置

で
蓮
台
を
捧
げ
持
つ
。
腰
を
か
が
め
、
左
足
を
わ
ず
か
に
出
し
て
前
傾
姿
勢
で
蓮

華
座
の
上
に
立
つ
。 

 

・
勢
至
菩
薩
立
像 

髻
を
結
う
。
髻
は
上
下
二
箇
所
を
紐
で
束
ね
、
髪
束
を
六
つ
垂
ら
す
。
鬢
髪
の

一
部
が
耳
を
わ
た
る
。
髻
、
地
髪
と
も
毛
筋
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
は
下
か
ら
紐

〈〈
資資
料料
紹紹
介介
〉〉  

西西
林林
寺寺
（（
野野
洲洲
市市
三三
上上
））
所所
蔵蔵  

木木
造造
阿阿
弥弥
陀陀
如如
来来
及及
びび
両両
脇脇
侍侍
像像  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和 

澄 

浩 

介 

西
林
寺
（
野
洲
市
三
上
）
所
蔵
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像

和
　
澄
　
浩
　
介

〈
資
料
紹
介
〉
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二
条
、
列
弁
文
帯
と
す
る
。
白
毫
相
、
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
耳
朶
環
状
貫
通
。

条
帛
、
裙
、
腰
布
、
帯
状
の
腰
布
、
天
衣
を
着
け
る
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
か
か
り
、

左
胸
、
脇
腹
、
背
面
を
通
っ
て
再
度
左
肩
に
か
か
っ
て
、
先
端
を
一
層
目
の
下
縁

か
ら
く
ぐ
ら
せ
、
一
層
目
を
巻
く
よ
う
に
あ
ら
わ
す
。
現
状
正
面
、
背
面
と
も
条

帛
の
端
部
は
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
。
裙
は
上
端
を
折
り
返
し
、
脛
側
面
に
瓔
珞
が
か

か
る
た
る
み
を
つ
く
る
。
帯
状
の
腰
布
は
正
面
で
結
び
、
一
部
を
背
面
右
寄
り
で

裙
の
折
り
返
し
に
た
く
し
込
む
。
裙
、
腰
布
と
も
正
面
で
打
合
せ
る
。
天
衣
は
現

状
両
肘
前
か
ら
の
み
垂
れ
る
。
両
手
を
屈
臂
し
、
胸
前
で
合
掌
す
る
。
腰
を
か
が

め
、
右
足
を
わ
ず
か
に
出
し
て
前
傾
姿
勢
で
蓮
華
座
の
上
に
立
つ
。 

  

品品
質質
・・
構構
造造  

・
阿
弥
陀
如
来
立
像 

 

木
造
、
漆
箔
、
玉
眼
。
後
世
の
表
面
仕
上
げ
に
よ
り
構
造
が
判
然
と
し
な
い
が
、

手
足
先
に
別
材
を
矧
ぐ
他
、
耳
後
ろ
で
前
後
に
矧
ぎ
、
左
右
体
側
に
も
材
を
矧
ぐ

か
。
背
面
頭
部
上
方
に
光
背
を
挿
し
た
か
と
思
わ
れ
る
長
楕
円
形
の
穴
を
穿
つ
。

樹
種
は
不
明
。 

 ・
観
音
菩
薩
立
像 

勢
至
菩
薩
立
像 

 

木
造
、
漆
箔
、
玉
眼
。
後
世
の
表
面
仕
上
げ
に
よ
り
、
構
造
、
樹
種
共
に
不
明
。 

 

保保
存存
状状
態態  

・
阿
弥
陀
如
来
立
像 

 
 

両
足
先
、
台
座
、
光
背
、
表
面
の
漆
箔
、
彩
色
、
以
上
後
補
。
正
面
の
地
髪
か 

ら
肉
髻
に
か
け
て
削
り
直
し
た
痕
跡
が
あ
る
。 

 

・
観
音
菩
薩
立
像 

髻
、
左
右
天
衣
、
表
面
の
漆
箔
、
彩
色
、
銅
製
宝
冠
、
胸
飾
、
台
座
、
以
上
後
補
。 

・
勢
至
菩
薩
立
像 

 
 

左
右
天
衣
、
表
面
の
漆
箔
、
彩
色
、
銅
製
宝
冠
、
胸
飾
、
台
座
、
以
上
後
補
。 

 

備備  

考考 
 

中
尊
は
、
整
理
さ
れ
た
明
快
な
衣
文
表
現
や
理
知
的
な
表
情
な
ど
か
ら
、
一
見
し

て
鎌
倉
時
代
の
仏
師
快
慶
一
派
の
作
風
が
顕
著
で
あ
る
。
①
左
右
の
襟
部
に
袈
裟
、

覆
肩
衣
の
一
部
を
た
る
ま
せ
る
点
、
②
胸
部
を
広
く
と
り
胸
の
盛
り
上
が
り
を
控
え

め
に
表
現
す
る
点
、
③
背
面
に
か
か
る
袈
裟
を
大
き
く
ヘ
ア
ピ
ン
状
に
折
り
た
た
む

点
、
④
着
衣
に
渦
文
を
あ
ら
わ
す
点
な
ど
は
、
快
慶
晩
年
か
ら
弟
子
の
行
快
の
作
例

に
見
受
け
ら
れ
る
。
①
の
形
式
は
、
行
快
の
作
風
が
顕
著
な
甲
賀
市
・
玉
桂
寺
旧
蔵

の
浄
土
宗
蔵
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
建
暦
二
年
・
一
二
一
二
）
が
最
も
早
く
、
快
慶
の

作
と
し
て
は
奈
良
県
・
光
林
寺
阿
弥
陀
如
来
像
（
承
久
三
年
・
一
二
二
一
）
が
最
初

期
の
例
で
あ
る
（
三
）

。
②
は
、
快
慶
が
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
法
橋
に
叙
さ
れ

て
以
降
そ
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
始
め
、
そ
の
後
時
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
顕
著
に

な
り
、
行
快
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
③
は
、
快
慶
作
で
は
光
林
寺
像
と
同
年
頃

の
作
と
考
え
ら
れ
る
和
歌
山
県
・
光
臺
院
阿
弥
陀
三
尊
中
の
中
尊
、
ア
メ
リ
カ
・
キ

ン
ベ
ル
美
術
館
釈
迦
如
来
立
像
（
法
眼
銘
）
、
行
快
作
で
は
大
津
市
・
西
教
寺
阿
弥
陀

三
尊
中
の
中
尊
（
法
橋
銘
）
に
見
ら
れ
る
。
④
は
、
左
内
袖
下
方
に
渦
文
を
あ
ら
わ

す
例
が
多
く
、
快
慶
作
で
は
光
林
寺
像
、
光
臺
院
像
、
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
像
に
見
ら

れ
、
行
快
作
で
は
西
教
寺
像
、
京
都
府
・
聞
名
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
法
眼
銘
）
の

他
、
作
者
不
明
だ
が
和
歌
山
・
五
劫
寂
静
院
阿
弥
陀
三
尊
中
の
中
尊
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。 

 
こ
の
内
本
像
に
見
ら
れ
る
特
異
な
点
と
し
て
は
、
左
襟
部
の
袈
裟
の
た
る
み
の
位

置
が
高
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
の
類
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
た
る
み
が
始
ま
る
位
置

を
腹
の
線
以
下
に
設
け
る
と
こ
ろ
、
本
像
は
腹
の
線
よ
り
上
か
ら
始
ま
り
、
た
る
み

は
ほ
ぼ
左
胸
の
横
に
位
置
す
る
。
快
慶
一
派
の
作
で
こ
こ
ま
で
高
い
位
置
に
た
る
み

を
あ
ら
わ
す
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
聞
名
寺
像
は
比
較
的
高
い
。
ま
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た
、
着
衣
に
渦
文
を
あ
ら
わ
す
箇
所
が
袈
裟
の
左
内
袖
下
部
と
背
面
か
ら
側
面
に
か

け
て
舌
状
に
あ
ら
わ
し
た
部
分
の
二
箇
所
で
あ
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も

快
慶
一
派
の
作
で
は
西
教
寺
像
に
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

左
記
の
よ
う
な
特
徴
的
な
表
現
を
有
す
る
と
は
い
え
、
全
体
的
な
作
風
は
明
ら
か

に
快
慶
一
派
の
作
風
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
快
慶
晩
年
以
降
の
形
式
を
有
し
な
が

ら
側
面
観
の
量
感
が
豊
か
な
点
、
や
や
い
か
り
肩
で
あ
る
点
、
腹
部
の
衣
文
を
煩
瑣

に
刻
む
点
、
②
や
④
の
特
徴
を
有
す
る
点
は
、
行
快
の
作
風
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

銘
文
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
即
断
は
で
き
な
い
が
、
本
像
は
十
三
世
紀
第
二
四

半
期
の
行
快
周
辺
の
工
房
の
作
と
の
推
定
が
で
き
る
。 

 

両
脇
侍
像
は
後
世
の
漆
箔
に
よ
り
当
初
の
造
形
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
理
知
的
な

表
情
は
中
尊
像
と
同
様
で
、
複
雑
な
姿
勢
と
に
ぎ
や
か
に
翻
る
衣
を
破
綻
な
く
ま
と

め
上
げ
る
技
術
は
秀
逸
で
あ
り
、
中
尊
像
と
同
時
期
の
作
と
見
做
し
得
る
。
両
像
と

も
中
尊
像
に
比
べ
て
胸
や
腹
の
奥
行
き
が
深
く
、
非
常
に
量
感
あ
る
側
面
観
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
す
で
に
光
臺
院
像
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
で
、
快
慶
風
が
顕

著
な
神
奈
川
県
・
教
恩
寺
像
、
栃
木
県
・
地
蔵
院
像
に
も
う
か
が
え
る
。
勢
至
菩
薩

像
の
帯
状
の
腰
布
が
背
面
右
寄
り
で
裙
に
た
く
し
込
ま
れ
る
形
式
は
、
他
に
類
例
が

見
い
だ
せ
な
い
が
、
聞
名
寺
像
は
帯
状
の
腰
布
を
背
面
中
央
で
裙
に
た
く
し
込
ん
で

お
り
、
本
像
も
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
三
尊
像
は
後
世
の
表
面
仕
上
げ
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
当
初
の
造
形
を
う
か
が

う
こ
と
が
や
や
困
難
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
な
お
快
慶
、

行
快
一
派
の
作
風
が
明
白
で
あ
る
。
三
尊
が
揃
う
こ
の
種
の
作
例
と
し
て
は
、
滋
賀

県
内
で
は
西
教
寺
像
が
存
在
す
る
程
度
で
、
本
三
尊
像
は
非
常
に
重
要
な
作
と
位
置

付
け
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
西
林
寺
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
述
べ
た
来
歴
以
外
の
こ
と
は
不
明
で
あ
り
、

本
三
尊
像
の
伝
来
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
。 

 

（
わ
ず
み 

こ
う
す
け
・
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
主
任
学
芸
員
） 

註註  （
一
）
『
野
洲
郡
史 

下
』 

滋
賀
県
野
洲
郡
教
育
会 

一
九
二
七
年 

（
二
）
調
査
は
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
三
日
に
実
施
し
、
筆
者
の
他
齋
藤
慶
一
（
野
洲
市
歴
史
民

俗
博
物
館
）
、
渡
邊
勇
祐
（
守
山
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
）
の
両
氏
が
参
加
し
た
。

本
稿
に
掲
載
し
た
図
版
は
、
調
査
時
に
和
澄
が
撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し
た
。 

法
量
は
左
記
の
と
お
り
。
（
数
値
は
㎝
） 

 
 

 

・
阿
弥
陀
如
来
立
像 

 
 

 
 

像
高
九
八
・
一
／
髪
際
高
九
〇
・
八
／
面
長
一
〇
・
〇
／
面
幅
一
〇
・
四
／
面
奥
一
三
・

五
／
肘
張
三
二
・
九
／
裾
張
二
二
・
四
／
足
先
開
（
内
）
六
・
八 

（
外
）
一
六
・
〇 

 
 

 

・
観
音
菩
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た
、
着
衣
に
渦
文
を
あ
ら
わ
す
箇
所
が
袈
裟
の
左
内
袖
下
部
と
背
面
か
ら
側
面
に
か

け
て
舌
状
に
あ
ら
わ
し
た
部
分
の
二
箇
所
で
あ
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も

快
慶
一
派
の
作
で
は
西
教
寺
像
に
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 

左
記
の
よ
う
な
特
徴
的
な
表
現
を
有
す
る
と
は
い
え
、
全
体
的
な
作
風
は
明
ら
か

に
快
慶
一
派
の
作
風
を
示
し
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い
る
。
特
に
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快
慶
晩
年
以
降
の
形
式
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が

ら
側
面
観
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量
感
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な
点
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か
り
肩
で
あ
る
点
、
腹
部
の
衣
文
を
煩
瑣

に
刻
む
点
、
②
や
④
の
特
徴
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有
す
る
点
は
、
行
快
の
作
風
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

銘
文
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
即
断
は
で
き
な
い
が
、
本
像
は
十
三
世
紀
第
二
四

半
期
の
行
快
周
辺
の
工
房
の
作
と
の
推
定
が
で
き
る
。 

 

両
脇
侍
像
は
後
世
の
漆
箔
に
よ
り
当
初
の
造
形
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
理
知
的
な

表
情
は
中
尊
像
と
同
様
で
、
複
雑
な
姿
勢
と
に
ぎ
や
か
に
翻
る
衣
を
破
綻
な
く
ま
と

め
上
げ
る
技
術
は
秀
逸
で
あ
り
、
中
尊
像
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同
時
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の
作
と
見
做
し
得
る
。
両
像
と

も
中
尊
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に
比
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の
奥
行
き
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深
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、
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に
量
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る
側
面
観
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
す
で
に
光
臺
院
像
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
で
、
快
慶
風
が
顕

著
な
神
奈
川
県
・
教
恩
寺
像
、
栃
木
県
・
地
蔵
院
像
に
も
う
か
が
え
る
。
勢
至
菩
薩

像
の
帯
状
の
腰
布
が
背
面
右
寄
り
で
裙
に
た
く
し
込
ま
れ
る
形
式
は
、
他
に
類
例
が

見
い
だ
せ
な
い
が
、
聞
名
寺
像
は
帯
状
の
腰
布
を
背
面
中
央
で
裙
に
た
く
し
込
ん
で

お
り
、
本
像
も
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
三
尊
像
は
後
世
の
表
面
仕
上
げ
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
当
初
の
造
形
を
う
か
が

う
こ
と
が
や
や
困
難
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
な
お
快
慶
、

行
快
一
派
の
作
風
が
明
白
で
あ
る
。
三
尊
が
揃
う
こ
の
種
の
作
例
と
し
て
は
、
滋
賀

県
内
で
は
西
教
寺
像
が
存
在
す
る
程
度
で
、
本
三
尊
像
は
非
常
に
重
要
な
作
と
位
置

付
け
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
西
林
寺
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
述
べ
た
来
歴
以
外
の
こ
と
は
不
明
で
あ
り
、

本
三
尊
像
の
伝
来
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
。 

 

（
わ
ず
み 

こ
う
す
け
・
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
主
任
学
芸
員
） 

註註  （
一
）
『
野
洲
郡
史 

下
』 

滋
賀
県
野
洲
郡
教
育
会 

一
九
二
七
年 

（
二
）
調
査
は
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
三
日
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実
施
し
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筆
者
の
他
齋
藤
慶
一
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野
洲
市
歴
史
民

俗
博
物
館
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邊
勇
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育
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財
保
護
課
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両
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掲
載
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版
は
、
調
査
時
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和
澄
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撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し
た
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法
量
は
左
記
の
と
お
り
。
（
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値
は
㎝
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図１ 阿弥陀如来立像 左斜側面 図２ 阿弥陀如来立像 左側面 

図３ 阿弥陀如来立像 背面 図４ 阿弥陀如来立像 右側面 
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––  

図５ 観音菩薩立像 左斜側面 図６ 観音菩薩立像 左側面 

図７ 観音菩薩立像 背面 図８ 観音菩薩立像 右側面 
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––  

図５ 観音菩薩立像 左斜側面 図６ 観音菩薩立像 左側面 

図７ 観音菩薩立像 背面 図８ 観音菩薩立像 右側面 
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図９ 勢至菩薩立像 左斜側面 図 10 勢至菩薩立像 左側面 

図 11 勢至菩薩立像 背面 図 12 勢至菩薩立像 右側面 
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図 13 阿弥陀如来立像 頭部正面 図 14 阿弥陀如来立像 頭部左側面 

図 15 全像正面 
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図 13 阿弥陀如来立像 頭部正面 図 14 阿弥陀如来立像 頭部左側面 

図 15 全像正面 
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